
 様式７ 

         平成 22 年度共同利用実施報告書（研究実績報告書）               
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□地震・火山噴火予知研究  □施設・実験装置・観測機器等の利用 
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   和文：DSMを用いた新しい震源解析手法による連動型地震メカニズムの解明     
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解析，コード開発 2010.4.1-2011.3.31 365 なし 

吉本昌弘 名古屋大学大学院環境学研究

科・博士後期課程２年 

解析，コード開発 2010.4.1-2011.3.31 365 あり 
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６．研究内容（コンマ区切りで 3つ以上のキーワードおよび 400字程度の成果概要を記入） 

キーワード：震源過程解析，Direct Solution Method，巨大地震 

 従来の遠地実体波解析による震源過程解析手法（Kikuchi and Kanamori, 2003）は波線理論に基づいて

おり，超巨大地震に適用するには以下に挙げる問題点が存在する．①PP波などの後続波を含めたグリーン

関数の計算ができない．②W-PHASE と呼ばれる S 波の前に到着する超長周期の波が計算できない．③断

層長に比べ観測点までの距離が十分遠いという遠方近似が成り立たない．そこでこれらの問題を解決すべく

Direct Solution Method (Kawai et al., 2006)で計算したグリーン関数を用いる新しい震源過程解析手法の

開発を行ってきた（平成 21年度一般共同利用研究「DSMを用いた巨大地震の震源解析手法の開発」）． 

昨年度開発した手法では１点１点のグリッドでグリーン関数の計算を行っていたため，超巨大地震の解析を

行う際に膨大な計算時間が必要であった．そこでまず我々は，これまでのプログラムを改良し複数グリッド

のグリーン関数を同時計算できるプログラムを構築した．その結果従来の手法の数倍程度の計算時間の短縮

が可能となった． 
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